
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この本は、歌人の俵万智さんが朝日新聞の日曜版に２年間にわたって 

連載したものを、１冊にまとめたものです。毎週１首ずつ恋の短歌を取り 

上げて、その解釈と鑑賞や俵万智さんの経験談に基づく見解が軽快な文 

章で書かれており、短歌の鑑賞文としても、恋愛エッセイとしても楽しめ 

るものだと思います。 

 

☆掲載されている短歌を一部ご紹介します。 

 

①束縛をするならもっと柔らかいシルクのリボンで縛ってほしい 久保 奈緒子 

 

②一度だけ本当の恋がありまして南天の実が知っております  山崎 方代 

 

③観覧車回れよ回れ想い出は君には一日我には一生    栗木 京子 

 

④かの時に言いそびれたる／大切の言葉は今も／胸にのこれど   石川 啄木 

 

 

  ①のような激甘のかわいらしい歌もあれば、②のような大人の渋い歌や、 

 ③のように青春の風景の中に感じる切ない歌、そして④いろんな状況に当てはまりそうな石川啄木

の歌も、想像を掻き立てるたくさんの歌が紹介されています。 

 

選ばれた短歌自体が素敵なことはもちろんですが、秀逸なのは作者の妄想力です。（想像＋読解力

を褒めたものです・笑）俵万智さんの豊かな感性に触発されて、みなさんの感性が活性化され、ドキド

キしたり、ほっこりしたり、切なくなったり…いろんな気持ちを楽しめる本だと思います。ぜひこの本

を読んで、お気に入りの言葉を探し、たくさんトキメいてください。 
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